
令和２年度 （一社）犬山祭保存会常任理事会・理事会 第８回 議事録 

 

●日時    

令和３年３月６日（土） １８：００～１９：５０ 

●場所 

IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F 

●出席者（敬称略） 

【常任理事】会長（石田）、副会長（大澤、小林、澤野、前刀、長谷川）、会計（下山）、財

務委員会委員長（今井）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（市橋）、 

てこ委員長（浅野）、企画広報委員長代行（斉木）、企画広報副委員長（柴田、林）、専務理

事（溝口） 

【理事】枝町組理事（武藤）、魚屋町組理事（小川雅弘）、下本町組理事（柴田）、中本町組

理事（栗谷）、熊野町組理事（浅野）、本町組理事（兼松）、練野町組理事（長岡）、鍛治屋町

組理事（市橋義和）、名栗町組理事（森）、寺内町組理事（三輪）、余坂組理事（大澤憲司）、

外町組理事（伊藤尚宏）、内田町組理事（伊藤一則）、坂下大本町理事（一色）、歴史まちづ

くり課（中村課長）、観光交流課（新原課長）、針綱神社宮司（岡地）、保存会事務員（竹村） 

●議事 

Ⅰ．報告事項 

Ⅱ．議題 

① 町内補助金説明 ②令和３年犬山祭 ③会員制、会費制について ④誓約書 ⑤その他 

●配布資料 

１．助成金決算書報告書の作り方 

２．令和３年度犬山祭スケジュール案 

３．令和３年度の犬山祭における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策 

４．傷害保険について 

５．令和３年申酉会行粧式について 

６．定款変更（案）について 

７．犬山祭参加者へのお願い 

８．からくり人形師九代玉屋庄兵衛展（横浜高島屋ギャラリー）チラシ 



●議事内容 

Ⅰ．報告事項 

〇報告／検討内容 

・副委員長：去年、協賛金１５０００円の提灯が披露できなかった。針綱神社の許可を得て、

太鼓橋の左手側に昨年お世話になった方の提灯を二日間披露させていただく。 

・神輿巡行は行う。ただし担ぐのではなく、台車で巡行する。各町内の理事・町会長さんに

はよろしくお願いしたい。神輿巡行については、予定としては神社を２時出発する。帰り

は５時の予定。本宮では神事のみ。お茶等の接待はなし。 

・専務理事：全国３３のユネスコ指定の祭の状況を報告する。春の高山祭は祭屋台の一般公

開。からくり奉納はなし。４月１５日長浜は山車の自町内のみで子供歌舞伎披露、曳山を

予定。 

〇決定事項 

 ― 

 

 

Ⅱ．議題 ①町内補助金説明 

〇報告／検討内容 

・会計：支出報告書について。本年度変わった部分として、コロナ対策経費が追加された。 

車山保存費として衣装、練り物町内も同じ。領収書の月日が合っていないといった事があ 

るので、日付は今年度中のもので出していただく。神社仏閣に関する事は補助金対象にな 

らない。 

領収書のコピーは誰が見ても分かるようにしていただきたい。 

支出報告について・急を要しない備品を買うのをやめてほしいという事は守っていただ 

きたい。コロナ対策経費は足りない場合は従来の４５万のところから買っていただいて

も良い。 

草鞋は、昨年の１月２月に注文いただいた分は、今年の草鞋に限っては、令和２年３月３ 

１日までの決算報告書に入れていただきたい。 

５月のGW明けに令和２年度分の補助金の支給額が決定される。 

からくり奉納を行うは 9町内、コロナ対策として、備品を購入して配布した。足らない場

合は、従来の４５万の中のコロナ対策経費として入れていただいても良い。 

通常、４月の第一金曜日に４５万を前渡ししているが、今年は前渡しはない。４月４日が

期日となっているが、早く出していただけるとありがたい。 

本日お渡ししたＣＤＲＯＭに支出報告書の原本、予備、助成金の書式等が入っている。 

こちらの書式に則って書いていただきたい。 

・令和３年度の助成金は最大で４５万円か？ 



→会計：最高額の目安として４５万である。 

・項目の中で、てこの足袋や帯はその他の項目になるか？ 

→会計：衣装になる。個人のものとしてではなく、町内のものとして購入したものが対

象になる。 

・会長：補助金には目的がある。各町内従来の４５万は、一括して保存会が犬山市から 

もらう。犬山市の伝統文化を継承するためのもの。足袋は一般の生活では使わない。祭 

で使うもの。保存会が各町内の要望を聞いて本来全部購入しなければならない。 

・今年度どうしても必要な理由を書いて欲しいというものについて、子供の小母衣が歩く場

合、５人ほどガードをつけている。最近では５人では足りない。ガードの半纏を買う必要

があるが、衣装の新調については止めてほしいという声があった。来年以降もしやるとす

れば同じ議論が出てくるが、来年度同じような形でやろうとすると、ガードを増やさない

と危ない。我々としては必要なものとして理解しているが、そのあたりはどうなのか。 

→会計：５月以降に市と交渉してその話は詰めていく。 

 

〇決定事項 

 継続審議 

 

Ⅱ．議題 ②令和３年犬山祭 

〇報告／検討内容 

・専務理事：理事及び役員（正装）について…本楽の時に着る衣装。太鼓橋前に９時までに 

 １６町内の代表者すべて集合していただく。 

各町内の状況について。神事は全町内行う。からくり奉納について、参加町内をひとまず

午前と午後に振り分けた。これで良いか各町内に確認する。中本町は会所場はやる。 

・会長：廻所場は子供も入れるのか。 

→専務理事：親御さんが反対するケースが多い。コロナ対策を慎重にやっていただきたい。 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和3年度　犬山祭　神事縮小計画 ３月１３日現在

お祓い神事（正装） 会所場 お囃子披露 雨天時

9:00 参加 10:00〜12:00 13:00〜15:00 10:00〜12:00

1 枝町組 ○ X

2 魚屋町組 ○ ○ 車山 ○ ○ 車山蔵内

3 下本町組 ○ ○ どんでん館　車山 若衆のみ 〇 どんでん舘内

4 中本町組 ○ X ○ △ どんでん舘内

5 熊野町組 ○ ○ 車山 ○ ○ 車山蔵内

6 新町組 ○ ○ 演台(町内) △

7 本町組 ○ X

8 練屋町組 ○ ○ 車山 〇 ○ 車山蔵内

9 鍛治屋町組 ○ ○ 演台(町内) △

10 名栗町組 ○ X

11 寺内町組 ○ ○ 演台（町内） 車山蔵内

12 余坂組 ○ ○ 車山 車山蔵内

13 外町組 ○ ○ 車山 ○ ○ 車山蔵内

14 坂下大本町組 ○ - - - - -

15 鵜飼町組 ○ - - - - -

16 内田組 ○ - - - - -

からくり奉納

〇…確定　　　△…未定



 

 



 

 



 

 

 

 



Ⅱ．議題 ③会員制、会費制について 

・専務理事：前回と同じ資料となる。正会員と会員を分けたのは、全員が同じとなると非現 

実的であるので、議決権を持つ人と持たない参加者という形とするため。全ての人から会 

費を徴収する。一軒一口１０００円、１８歳免除が基本路線。７月の総会にて承認予定の 

議案なので皆さんに理解していただくために提案している。 

皆さんが、世界の文化財である犬山祭に参加してもらうとう意識改革のための定款変更

である。以前、てこさんに誓約書を書いてもらっていたが、今回も同じようなものを用意

したい。 

・会長：これはあくまで、皆さんに議論していただく叩き台である。基本は、会費をとると 

いう事だが、元々は、警察行政が保存会に要請してきた事がきっかけとなっている。犬山 

祭は市の行政、国、あらゆる階層の行政と一体になっている。特に公道を使うという意味 

で、警察行政とは切り離せない関係である。名古屋のどまつりは年間５億集めるが、最初 

は警察は道路を使わせなかった。警察はイベントに道路を開放することに厳しい。犬山祭 

は二日間は完全に道路を遮断して祭をやっている。警察行政に対してもしっかり向き合 

わなければならない。 

健全な犬山祭を維持していくために、警察との関係性は必要である。 

本日お渡しした誓約書の素案は、保存会として、若い人からも会費をとる事を導入できな 

いか、という一つの案である。保存会として、てこさん若衆の募集をして、ご町内のとこ 

ろに返していくということであり、実態は変わらない。会員に登録することを、保存会の 

部門として作ろうということである。また、祭で喫煙・飲酒を節制する雰囲気を作る 

ことも目的の一つである。 

てこを開放していくという事についてだが、東京で、登校拒否や引きこもりといった現象

について、人の付き合いが空虚になっていく中、祭に参加することで治っていくという事

例がある。犬山でもそういう事をやってみて、そういう登校拒否等の現象を減らしていく

事につなげる事ができるのでは。また、民泊について考える必要もある。海外の人が民泊

をして一番喜んでもらえるのは、地元の風習に触れる事である。そういった視点を取り入

れて、総合的に考えてよりいいものにしていきたいと思って案を作らせていただいた。ご

検討いただきたい。 

・持ち帰って役員と相談する。 

・正会員の場合、払わなくてよいのか 

  →専務理事：会費を払うのは「祭参加者」である。町内外の区別なく名簿に従って払っ 

ていただく。 

・会長：個人的には会員で一本化したい。 

・総会の議決権について問題が生じるのではないか。 

・伝統文化委員長：大きな団体であると、会場の確保の問題、出席者の把握の問題上、委任

状が正しいかどうかわからないという問題もある。犬山祭の１３町内が各町内で１００



人ずつに加え練り物の町内も合わせて仮定すると、総数で１４００名以上の規模になり、

これを集めるのは困難なので、総会の規模を小さくするには、正会員と会員を分けた方が、

会を進行する上では簡便である。しかし各会員の意見が反映されないという弊害もある

ので、出席される人が、所属する母体の意見を集約して総会に持ち込むという形をとるの

が望ましいと考えられる。 

・会長：会員は議決権を有する、と書かなければ良いのではないか。議決権は保存会の理事 

会役員が有するものとして区別しておけばいい。総会では、議決権とは関係ない形で、理 

事自由な発言をしていただければ良い。理事会を最高決定機関と位置付けて、十分に議論 

していただきたい。 

また、町会長と理事の機能は別である。町会長は地方公務員の特別職で行政の仕事をやる 

ため、多少の報酬はある。法律上の身分としては議員と同じである。 

それに対して保存会の理事はボランティアである。保存会の理事のメンバーは、保存会の

費用で研修に行くなど、祭関係の活動をするのは、保存会として一定の補助をする事も必

要である。 

・伝統文化委員長：そうなると、総会は常任理事ならびに理事をもって構成する、といった

形に定款を変えないといけないということになる。先程会長が言われたように、議決権が

ない会員でも、オブザーバー出席していただくという形であれば、発言をしていただくと

いう事は可能である、という形に持っていく必要はある。 

・一般社団法人法の規程によって、社員総会での決議を必要とする事項について、理事会等

の機関で定款を決定する事はできない、とあるので、そこは確認した方が良いのではない

か。 

・企画広報副委員長：おっしゃる通り、社員総会で決定する事は理事会では決定できないの

で、本来はそれぞれに分けて考える必要はある。ただ、この案では、保存会の理事会メン

バー自体が社員になっている。 

あくまで理事会で決めた事を社員総会に持ち上げて、そこで改めて承認を得る、というの

が正式な形式である。 

定款変更は、総社員の半数以上、議決権の３分の２以上で決定される。 

・配布された文章に「地縁から離れて」という言葉があるが、世の中に地縁から離れた祭礼

というものはあるのか。伝統文化として繋がってきたのは、町の人も含めた地縁によって

支えられてきたのではないか。そうでなければ、伝統文化というものが根付く事はなかっ

たのではないかと思う。祭というものは、やっている人達の誇りである。 

また、「今後犬山祭は町内単位から保存会中心に運営する」とあるが、この町内単位とは

何を意味しているのか。どういう事を言いたいのか、という所がよく見えない。 

いろいろと幅広い論議をされているが、町に戻って話し合いをしていても、このような幅

広い論議の事はできない。もっと具体的に、どういう事をしたいのか、という形が自分に

は見えてこない。 



・会長：ご指摘いただいたことは、本質をついているお話だと思う。私はコミュニティ政策 

学会に所属しており、その中で研究者の議論を踏まえて私の考え方を作っている。 

地域社会の議論は、非常に矛盾に満ちている。以前も、町内に先祖の名前が書いてあると 

いう話が出たが、これも非常に重要であり、代々受け継がれてきた思いを維持していかな 

ければならない、という思いも十分に分かる。 

しかし、世の中の現状は激変してきている。PC やスマートフォンのデジタル化、コンビ

ニや郊外の大型店等により、対面の人間関係が崩壊しつつある。これは世界的なテーマで

ある。近所の人たちだけでこの状態を食い止められるかと言う話である。また、少子高齢

化がどんどん進んで家族の解体が進んでいる。 

こういった中で従来のコミュニティの形を維持していくのは難しい。時代に則して開放

していくしかない。デジタル化が進む中でどうやって個人の繋がりを維持していくかと

いうテーマがある。犬山祭は文化財を対象にしているので行政が正面から入ってくる。矛

盾を矛盾として承知しながらどのように維持していくかを考えなければならない。 

・我々の町内の人数は少ない。町会で議論をしてみたが、以前とは付き合い方も変わってい

るし、小母衣もやめたらどうかという議論も出た。地域のつながり、コミュニティの拡大

と言うが、我々が言っているのは、そんな立派な話ではない。我々の町内の繋がりを良く

していく上で結節点となるのは、やはり小母衣である。外孫を呼んできたりして、最低限

の所でなんとか繋がっている。そういう小さな地縁で繋がろうとしているのに、コミュニ

ティを広げていく事と、会費制がどう関係してくるのかが分からない。 

・会長：町内単位で祭をやっていくのは、今後は困難である。保存会として一括してやる必

要がある。車山や練り物を続けていく事で、町内の付き合いがバラバラにならず結束して

くという側面があるのはもちろん良く分かるし、とても大切なことである。しかし車山の

維持費等は町内のみでは無理である。 

・地縁を大事にしながらどのように祭を開放していくか、という話なら分かるが、「地縁か

ら離れて」と文面にあるのは納得できない。 

 →会長：地縁から離れてというのは、地縁の枠組みにとらわれずに、という意味合いであ

り、地縁そのものを否定する趣旨ではない。 

・「地縁から離れて」と明文化されている。町内において、個人を主体とした形で祭に関わ

るようになり、地縁から離れていく、という事になるのでは、という違和感を覚える。役

員一同とあるが、保存会の統一した見解としてこの文章を発行しているのか。 

→専務理事：犬山祭はかなりの税金が投入されて成り立っている。多くの方から協賛も 

していただいている。現在も町内だけで完結していない。今後はもっと困難になるで 

あろうという状況を踏まえて提案させていただいている。 

・町内を軸にしていただいた上で、広く一般から参加を募るというやり方の方が支持を得ら

れるのでは。 

・今後も議論を重ねたい。 



〇決定事項 

 継続審議 

 

●懸案事項／その他 

・専務理事：玉屋庄兵衛展を横浜高島屋で開催する。来年は名古屋でも行う。２町内からか

らくり、からくりミュージアムからも３点からくりを出店する。東京方面の知人縁者に紹

介したいという場合は招待券を送付しますから、是非申し出てほしい。 

 

●次回日時   

令和３年３月２７日（土）19：00～ 

●次回場所 

IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F  

 

●記録日   

令和３年３月１３日 

●記録者 

竹村  

●署名 

 

 

 

 


